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テーマにした、アンケート結果分析と解説。 

又「少年補導センターの設置促進の取り組みについ

て」のテーマで、泉大津市教育委員会 向井氏から

は「泉大津市少年声かけセンター」の活動内容と苦

心談等が披露され、各講演とも非常に内容のある意

義深いものでした。 

http://www.kawachinagano-seisyonen.org/̃seishikyo/ 

 11 月 28 日（日）肌寒い天候ではありました

が、長野神社で集合して、吉年邸の楠→西條酒造

（天野酒）→大日寺→烏帽子形八幡神社→金比羅社

→交番跡→月輪寺（がちりんじ）→油屋跡→三日市

宿→延命寺（昼食）→千早口駅というコースで、距

離はかなりあったと思うのですが、最初にガソリン

を少しだけいただいたことと、観光ボランティアガ

イドの方々の随所での知識豊富な説明で、時間と疲

れを感じないまま完歩することができました。 

西條酒造の社長さんからはご苦労話とともに、天野

酒は元々天野山金剛寺のお坊さんが始められたこと

などをうかがい、日本酒を見直さなければと思いま

した。 

紅葉まっさかりということで、写真コンクールも

楽しみです。研修のコンセプトは我が市を知ろう

ということでしたが、ぜひ続編を期待していま

す。 

 ９月２５日（土）に南河内ブロック青少年指導

員連絡協議会 親睦交流会に参加させていただき

ました。今年度は、羽曳野市の担当で「はびきの

コロセアム」においての、ソフトバレーボール大

会でした。 

 会場では、Ａ～Ｅコートに分かれ、各地域のメ

ンバーがくじ引きでチームを決め、他地域の指導

員の方々とチームを結成し、コートごとの総当り

で各コート優勝チームを決定していきました。私

は、Ｃコートで、大阪狭山・松原・羽曳野の方々

とチームを作り、他のメンバーの方々の活躍で、

自分では何もしないまんま優勝させていただくこ

とができました。 

ソフトバレーといいながらも、バレーボールなど

１０数年したことはなく、普段、五十肩で肩が 

上に上がらない自分には、かなりこたえました。 

 そして、最後に時間が余ったので、市町村対抗

の試合が組まれ、そのとき、我がチームの大宅さ

んは、まさにプロ級のテクニックを披露され、前

田さんは丁寧なバレーボールをされていました。

事務局の森さんが身軽な動きでバレーボールを一

番楽しんでいるようで、意外な一面を見られた気

がしました。松原市との対戦でしたが、もちろ

ん、以上の方々の活躍で勝利することができまし

た。 

 秋の１日、いい汗をかくことができました。 

 

河内長野市 教育立市ミーティング＋
プラス

２０１０ 

１１月 27 日（土）クレオ大阪南において、22

年度府青指研修会が開催されました。 

府青指会長の挨拶に続いて、講演があり「高校生像

2010」のテーマで、大阪私学生徒指導連盟 小栢

氏の府下約2600名の高校生対象の特に万引きを 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（2） 青指ニュース 第 131号     平成 23年（2011年）1月 15日発行 

千代田バラエティフェスタ 
 10 月 24 日（日）千代田中学校にて、多数の

参加者のもと盛会に行われ、模擬店の焼きトウモ

ロコシとわた菓子もとぎれることなく完売しまし

た。参加者の子どものアンケートに「わた菓子お

いしかった」「来年も来たい。楽しかった。」

等々回答がありました。 

 

楽習室「工作とパン＆ミニランチ」 
 11 月 7 日（日）楠小学校にて千代田小学校

（午前）、楠小学校（午後）両校同日実施。「浮

沈子の工作とパン及びポトフ」の作成。 

次回は１月９日、よろしければ興味のある方参

加してく 

ださいね！ 

パソコン研修 
 ９月より毎月１回のペースで、浅野先生と池西先

生のご指導のもと、パソコン研修を行っています。 

「わからない～」の声をあげれば、すぐに教えても

らえるというありがたい研修です。 

例えば４回目の研修は Twitter。やってみたいけ

どわからない～という人が集まって、わいわい楽し

く学びました。 

今では、あちこちでつぶやいていますよ(笑) 

音フェス本番に向けラストスパート 
 第１９回青少年音楽フェスティバルも本番まであ

と少し。今回は企画スタッフが色々とアイデアを出

し、また、出演者を上手にリードしています。 

エンディングも今回はセッションバンドで短い時

間ですが熱心に練習に励んでいます。（曲名「いい

んですか」RADWINPS）出演者、企画スタッフと

も本番に向けてラストスパート！！いいステージに

なるよう我々青指も協力していきたいと思います。 

浮沈子はペットボトルと金魚形の小さいしょう油入れ

を使用。パンは素地を竹に巻いて自分たちで焼き、ポ

トフの材料は参加者でこしらえ。 

参加者、千代田小 61人、楠小 74人。 

 

お知らせ 
 千代田中学校区に愛称「千代田あいあい通り」が出

来ました。詳細は 2010 年 12 月号「広報かわちな

がの」１５頁に掲載。 

是非、子どもたちの生き生きとしたステージパフ

ォーマンスを観に来てください。 

ウィンタースポーツ募集します！ 
今年度も下記の日程でウィンタースポーツを開催します 
日  時  平成23年3月18日（金）～21日（月）、3泊4日（車中２泊） 

場  所  信州 栂池高原スキー場 

対  象  新中学１年生～高校３年生（河内長野市在住、在学） 

募集人数  ３０名（応募者多数の場合抽選）     

参加費用  16，000円（バス代、保険代、１泊６食込み、但しリフト代・レンタル代別） 

申し込み  はがきに参加者の住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、学校名、学年、スキーまたは 

スノーボードの別を記入して2月13日（必着）までに青少年センター（〒586-0025  

昭栄町7-1、キックス内）へ（1枚で2人まで有効） 

  問い合わせ：河内長野市青少年育成課 TEL0721-54-0005 
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ほうは、当初想定した驚きを子どもたちに与える

には進行の工夫が必要と感じました。空気砲はペ

ットボトルでやると簡単に作れて面白くて大騒ぎ

になりました。秋晴れのもと、楽しい一日となり

ました。 

 

バルーン４連発 
人気のバルーンアート。今年もあちらこちらから

声をかけていただき、10 月から年末にかけて 4

回のバルーンアートの出前をしました。10 月 24

日（日）の高野街道祭りでは、烏帽子形神社前の

コーナーで。11 月 14 日（日）の市民健康スポー

ツラリーでは、市民総合体育館で。11 月 20 日

（土）のくすのか祭りでは、くすのかホールで。

12 月 11 日（土）の天見クリスマス会では、天見

小学校で。どこでやってもいつやってもバルーン

は子どもたちに大人気です。孫の土産にと、おば

あちゃんまでもらっていってくれました。 

秋祭りパトロール 
 恒例の青少年健全育成会と合同での秋祭りパトロ

ールを実施しました。事前パトロールとして 9 月

25 日（土）、10 月 2 日（土）に校区内の要所を

巡回し、あわせて道路のゴミ拾いにも取り組みまし

た。本番は 10 月 9日（土）、10 日（日）の二日

間、三日市郵便局を起点にパトロール活動を行いま

した。東中の先生方も参加いただき、地域全体での

活動となりました。 

 

楽習室でキャンプ＠滝畑 
10 月１６日（土）、楽習室事業として滝畑でデ

イキャンプを開催しました。内容はカレーライス作

りとバウムクーヘン作り、おもしろ理科実験でし

た。他の行事と重なっている時期とのことでした

が、こども 51名、おとな11 名の参加と大盛況で

した。 

定番のカレーライスはどの班も上手にできました

が、バウムクーヘン作りは難しく、なかなか売って

いるような形になりません。しかし出来上がりの見

かけはイマイチでも、食べだしたらあっという間に

なくなりました。野外で自分で作ったものはなんで

もおいしいことを実感しました。午後からは、ネオ

ジム磁石と空気砲の実験をして遊びました。磁石の 

ほのぼのフェスタ 
10 月２４日(日)長野中学校で｢ほのぼのフェス

タ｣(健全育成会主催)が行われ、今年も｢焼そば｣

と｢飲み物｣を販売しました。この日は天気に恵ま

れ、多くの人たちで賑わい、用意していた 500

食も午後 1 時ごろには完売しました。また、今

年も 6 名の中学生が応援してくれて、青指のお

っちゃん、おばちゃんたちと楽しい日々を過ごし

ていました。 

このコンサート、たまには観客席から見たいと思

いながら幕の開け閉めを行っていました。 

南花台の次のイベントはこれも毎年３月に開催

される恒例のウォークラリーです。 南花台ふれあいコンサート開催 
 12 月12日（日）昨年は新型インフルエンザのた

め中止になった南花台ふれあいコンサートが２年ぶ

りに開催されました。 

 今年も小学生から常連の童謡の会の皆さんまで９

組の出演者がありました。特に今年はフラダンスが

２組あり、まるでワイキキの浜辺に（行った事ない

んですが）いるような気分が味わえました。 

 南花台の年末の風物詩としてすっかり定着した 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽習室「昔からの餅つき」 
 毎年楽しみにしている子どもや初めての子ども

たち。学校の先生も一緒になっての餅つきは楽し

い行事のひとつでもあります。今年も１００名か

らの参加者と触れ合う事が出来ました。 
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第９回美加の台スポーツ大会  
 秋晴れのスポーツ日和となり、当日は320名ほど

の参加者が、各種目に分かれて競い合いました。大

人も童心にかえって、このときばかりは真剣勝負で

子どもたちに挑みました。小さい子どもや次の出番

まで時間のある子どもたちは、工作コーナーに夢中! 

熱心に取組んでいました。昼ご飯はカレーをおかわ

りして、気持ちのいい汗を流した楽しい１日でし

た。 
 
楽習室「ハロウィン」 10月 30日（土） 
美加の台小学校にて楽習室を行いました。 

子どもたちが育てた 

カボチャに絵の具を 

使ってペイントしたり、 

おっきなカボチャは 

提灯風にくりぬいたり 

しました。 

楽習室「竹細工教室」１１月23日（祝） 
恒例の地域行事、美加の台ウォークラリーが寒風

の中実施され、青指は、そのコーナーとして毎年

『竹細工教室』を担当しています。 

今回は弓矢が大人気で、子どもはもちろん大人も

一生懸命に作っては矢を射っていました。 

親子で弓矢を背負ってる姿は微笑ましく、自然の

遊びの根強さを感じさせられました。 

また、ミニ門松を作る親子も見られ、始めはぎこち

なかったノコギリや小刀の使い方もしだいに慣れ、

横笛や紙鉄砲など工夫された作品がたくさん出来上

がりました。 

ウォーキングゲーム、クリーン大作戦 
 ＜軽トラック一杯のゴミが集まりました＞ 
 西中校区では、毎年12月に校区内をウォーキン 

グしながら、ゴミ清掃活動を健全育成会と合同で実 

施しています。 
  今年は西中をスタート～天野山金剛寺～緑ヶ丘を 

 経由する約8キロの道のりで、24チーム94名の 

 参加がありました。参加内訳は保護者を含めて次の 

 通りです（天野小ー11チーム50名・高向小4チ 

 ーム25名・西中５チーム22名） 

 当日は好天にも恵まれ各チーム元気一杯、ゴミ袋

を片手に、約3時間あまりで全員ゴール。 
 お昼のバーベキューをいただきながら、チームで

集めたゴミの重さの合計を申告し、実際に測った重

さとの差が少ないチーム順に表彰しました。 
 子どもたちの通学路の清掃を兼ねて、育成会、青

指、学校の先生方 

を含め総勢120 

名。地域みんなで 

のにぎやかな清掃 

活動でした。 

加賀田フェスティバル            
前夜祭は雨で中止となりましたが、本祭は快晴

となり賑やかに開催されました。 

グランドが使用できずラーニングスペースでのス

テージとなりましたが、例年と変ることなく終了

する事が出来、全員ホッとしました。 

 

クイズラリー １１月２３日（祝） 
少し肌寒い一日でしたが、約100名の参加で

賑わい、クイズの前ではあれやこれやと討論が。  

紅葉の見事さは言うに及ばず、美味しいカレー

と自分たちで飯盒で作ったご飯は又格別の味では

なかったでしょうか。 

10月 23日(土) 

12月18日(土) 

10月10日(日) 

12月 4日(土) 


